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温泉、或は日光山等、諸処見物すれども、下女下男を連れ、或は親戚朋友と共にし、家族団欒たる旅行にして、恰も家に居るに異ならず。子供 心に旅 感を為したることなし。依て明治九年五月諭吉と一太郎捨次郎三人にて無僕、且同行の朋友をも態と求めずして、銘々に着替の風呂鋪包を携へ、飛脚船に乗て神戸に着、明石に行き、大坂より堺 奈良に廻り、京都より大津に行き又神戸 返て、船 乗り帰宅せり 往来凡二週日、此度は真の旅行したるが如し」 （別131 ） 。
　
要するに、先生は自身の旅行の「限界」をよくわきまえていて、教育的見地からこの旅を発案したのだ。こどもたち




をしめしているが、そこから、まえに引いた「船賃 へとつづく部分、 「横浜から三菱会社の郵便船に乗り」 （七
208 ）






s, for Shanghai and Ports, M
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o. となっていて、
最後の社名は、五月二十六日の『ガゼット』の広告 よ と 三菱メイル・スチーム・シップ会社なのだ。　『自伝』は、関西の見物をおえてまた神戸から「三菱の船」 （七
208 ）を利用した、と書いているが、記憶ちがいでな
ければ、これは『ウィークリー・メイル』六月十七日号で六月十一日、十三日の『ガゼット』では六月十三日に横浜









（62 ） 。 『日本国有鉄道百年史』によると、その設立は明治十四年十一月十一日、第一
区線東京、前橋間は翌年の六月一日に川口以北から着工され、また、東京起点を上野とし 上野、川口間も十月下旬に着工のはこびとなった。そして、上野、熊谷間の完工は明治 六年七月二十六日、熊谷以北は同年五月着工、上野、高崎間の全通 明治十七年五月一日、さらに 前橋までの全通は八月二十日だった。　
上野、本庄間八十二キロあまりの開通後まもなく、先生はそれを利用して熊谷へいった。十二月十一日附一・捨宛の






日掲載の時刻表ではこの一番列車の鴻巣発が八時五十四分だから、到着時刻はいますこしおそかったかもしれない。それでも、明治十一年四月二十 日に熊谷学校でひらかれた演説会によばれた藤田茂吉が三日後の『郵便報知新聞』に報告したところでは、「払暁東京を発し午後三時を以て同駅に達するを得たり」というのだから、便利にな ものだ。もっとも、藤田のときは雨あがりで、 「道路 悪しきを如何せん」という事情もあった 。　
熊谷で、土地の名士の出むかえにしたがって熊谷寺で昼食の響応にあづかり、四百三十人あまりの「談話会」参加者
を前に演説、四時二十七分の列車で帰京したと、これも岡本のつたえるところだ。 『時事』では「此日寺堂に会する者凡三百名」とな ているが、いづれにしても、 「序ながらとて招待」した してはできすぎている。　
復路は、 『官報』によれば四時二十一分発で、上野着が六時五十五分ということになる。 「必此の表示の時刻に違はざ
るやうには請合ひがたけれ共、可成丈遅滞なきやう取行ふべ 」とあるから、若干のおくれがあったのだろ 。そこに「吸煙車の外は煙草を謝絶す」とあるのもおもしろいが、 『時事』と先生の手紙とがともに上りの発車時刻を四時二十分としてい のも鷹揚なものだ。　
先生の演説の主旨は、もっぱらその経済効果の可能性に力点をおいたものだった。 「熊谷地方は今回其市邑の全面を
挙げて東京負郭の地に移転したるものなれば、京城近在 人民をして独り従前の利を専にする 許さず 可なり。電気蒸気の效力も亦大な ものと云ふ可し」 （一九
6（6 ） 。実際、 『百年史』によると、明治十六年八月十三日から、熊谷
近辺の荷主 需要をみたすために生糸輸送が旅客列車への貨車連結というかたち はじめられている。貨物輸送の開始だった。十二月十三日の『東京日日新聞』には、 「通常列車の度に二輛づゝの荷車を増加せらるゝ由なり」という記事がみえる。そして、利根川舟運への対抗措置として上りの貨物運賃 わりびかれることになった結果、本庄駅開業後貨物収入は旅客によるそれの約三割にまで達することとなった。　
手紙には、 「鉄道会社より別段之チッケットを呉れて 往復無賃。是は鉄道之友なる此方へ、聊か敬礼を表するの意
旅と先生  ―  福翁戯伝拾遺（31）




ろが、一町は何間かとたたみこむ こ えがかえ ない。そばであそんでいたこどもがこともなく一町は六十間と返答したので 先生 がしかの金を「洋服の懐中ポツケツトより」つかみだしてそ にあたえた。東海道をくだる途中たびたび五十 一里の換算に難渋したため、この土地はどんなもの とこころみ のだった。はからずも「小児の即答」によって教育普及の一斑がうかがわれる、と先生 よろこび うはひと おり はなかった。四月一日の『伊勢新聞』の記事だ。　
御褒美の「幾許の金」がどれほどのものだったかさだかではないし、ここは旅中とて、金以外に適当なものもおもいい




























うのがあるし、今泉みね 回想にも、 「乞食にむやみに物をやってはいけません」 （東洋文庫九
35 ）という先生の説教
があった 、尾崎が「ソレでも口には常に」とつづけているよう 、実際 ところ、先生は「いはれなく」 、 「むやみに」ほどこしをしたようにみえる。　
波多野央の回想には、先生が緒方洪庵の妻をたづねてその病床にあることにおどろき、退去のとき百円を布団の下に
いれ、世話をしている人にあとを托してかえったこ があ たが 洪庵の妻は「をり〳〵私に対 てこんなこ をされるのですが、私はよく福沢さんの心持を知 ゐるから快く其志を受けるのです」 （伝一
151 ）とかたったとみえている。








50（ ） 。まえの方について、 『時事新報』の社説を「年譜」によってながめてみると、この五日間の旅行中
先生は律儀に二篇を三日にわたって発表したけれど、旅行の前後の社説が欠けているから、そこへしわよせがいったのかもしれな 。あとの方の歓迎ぜめは今回も相当 もので、 『時事』に連載された渡辺治の「茨城紀行」に ると、宴席だけでも四、五、六 日連続、先生 それぞれ 演説をしている。五日の偕楽園内好文亭では 「幸ひ丹下原の牧場に二頭の犢牛あり屠りて以て先生を饗すべし」 （時事
5.15. ）という茨城日報社長の、子牛にとっては「幸ひ」といい














1056 ） 。 『日本国有鉄道百年史』によれば、利根川橋梁完成はこの年の六月十七日だから、渡辺の随行記にもあ
るように、一行は「車を下りて川を渡り再び又車に乗るの手数あるが為め彼是れ四十分時間を費」 （時事
5.12. ）さなけ
ればならなかった。笠間、水戸は馬車、水戸 土浦 松戸は人力車、松戸、東京はまた馬車だった。前回の漫遊からかえって一ヶ月もたたないうち 上野、小山直通を目前にひかえてそれをまたずに出発し、これは予期しないことだったが、かえりの人力車区間は雨中の泥濘を しりぬけ、母の年忌 間にあわせるという日程を 「健康の為には頗る妙なるが如し」といってみせる芸当は、先生の健康を十分に証拠だてているだろう。　
先生は多忙をいとわなかったし、にぎやかなことも好きだったし、 「風俗視察」もそこそこにできたようだから、漫
遊の中止はやはり先生のヤメグセによるとかんがえるのがよさそうだ。事実、その後も先生は家族旅行 くりかえし、おなじように多忙をきわめ、おなじように歓迎ぜめにあい そして 旅先での見聞を『時事』の社説 いか ている。ただし、こ 明治十九年の漫遊を、先生自身、何回、いつまでつづけると宣言してはじめた けではないのだけ ど。






















げしい競争が展開され、痛みわけのかたちで明治二十六年五月、前者 外国人客専門、後者は邦人客専門とし、かつ、前者から後者へ毎年一定の報酬金を支払うこ が約され 。それ以前から山口の方針で邦人客を謝絶していた富士屋ホテルに先生がとまったことがあるかどうかはわ らないが はすくなくとも、地理的 も文字どおり対立する
（36）





168 ）とある。 「愛作」は里の長男、 「太郎さん」は十二月九日附小田部礼、服部鐘宛の手紙によると、
中上川彦次郎の長男太郎一（
1429 ） 。 「万蔵」は高仲万蔵、明治三十一年八月十日『時事新報』の「狂犬」という雑報
記事に先生が「雇人高中万蔵（廿二） 」と書いているから、このときは十三歳くらい。ちなみ 、明治二十二年九月七日附捨宛の手紙に 同勢は凡十六人の内、子供はお光以下四人なり」 （
1405 ）とあって、明治十二年三月二十七日生ま
れの光より下が の範疇で 「子供」というこ になる。　
十六日に横浜から船にのって翌日神戸着、帰京は陸路で翌月の五日になっ から、ちょうど旅のなかばだった。 「道
中日記」には「家内十二人の外に下女下男同道凡二十名」 （一九




旅と先生  ―  福翁戯伝拾遺（3（）









令息一太郎、捨次郎の両氏を始め十七名の家族を率ひ 昨日午后七時奈良より来京（ 『中外電報』九月二十七日） 。
　









きは二十日附小田部武宛の手紙によると「同勢三十人斗」 。 「子供 孫も打揃ひ賑やかに道中致候」 （
0162 ）というのは
母の立場からの話だが、 「賑やか」ぶりの企画者と判定者とは先生だし、明治十三年六月十七日附大江卓 では前日「拙宅にごもくめしを製し、大人を除き子供斗百名余集会」 、すなわち 和田義郎の幼稚舎生をまねき「中々以て賑々敷」 （













同日附一宛の手紙で、 先生は 「西横堀之宿も最上に無之、 実は当惑之次第」 （
1（06 ） となげいたが、 翌日の 『大阪朝日新聞』




れた。十二日の『大阪朝日』によれば、十一日正午の大阪は曇天だったというから、早朝の京都は雨がのこって伊勢行きはおもわしくなか たのだろうか。十二日の『中外電報』 、 『日出新聞』に、 「本日は大坂 赴きて直ちに当地へ引返へし明日より三日許り伊勢地方を巡遊し再び来京する筈なりと」とあるから、参宮に 未練がのこったようだ。　
ともかく、先生は十日附の手紙に、 「此度は大坂も神戸も素通りに致し、止宿所さへ不分明なるゆゑ、来訪者は少し。









































たよりにさしむけられたのかもしれない。先生の明治七年十月十二日附馬場辰猪宛 手紙の追っ 書きに「林氏帰国之節は、ブツク御恵投被成下、難有奉存候」 （







ルの面もみおとせない。岡本の回想は、 「其頃先生の勢ひは、官吏などは犬のやうなものだと、戯言に言つ 位であるから、山県でも何でも、用があるなら自分で来るが宜いぢやないか そんなこと 云つて来るのは 定めて田舎漢だら













で出発、同夜馬関着、ただちに大分県へむ った。かえりは十三日午後馬 、やはり西京丸で十四日午前八時半神戸着、西村 休憩して、九時発の列車で名古屋へむかい富沢町の有隣亭 一泊、翌朝 発 。十六日附山口広江宛の手紙に「昨十五日夕東京着仕候」とあるが、そこに「中津出立、行橋に一泊」 （
1823 ）ともみえているから、中津をでたのは




に至りて長崎及大阪に遊び遂に今の東京に居を占むることとはなりぬ。凡人の観念は十五六歳より二十五六歳の間は最も強固にし 、此間に見聞習熟せる事は忘れんとして忘 べからざるものなり。故に余が中津に於る関係は殆んど他国人同様なれども亦忘るべからざるものあり。今回の帰郷実に二十二年目に当る 中津 市街見るに足らずとは余の想像なりき。而して事実は全く想像と反し意外 も盛況を呈せり。独り士族の窮せるは愚者の結果として止を得ざれど、実業者は向後何を為すべきや 如何なる方向を取るべきや。余が利実に関係なき身を以てすれど所説或は違ふことなけん。曰く養蚕 る哉養蚕 る哉　
だれでもおもいだすのは『自伝』冒頭の一節だろう。ところが、 『自伝』は大坂がえ の先生一家が中津の生活 な
じまないまま周囲を 「俗物」視して 「高尚」 の地位をたもったと、いわばその 「孤高」 ぶりを強調しているのだ。全国ネットとローカルとのちがいだろうか。まえに引いた帰京翌日附の礼状に、 「言語挙動ギス〳〵不致して性情の優美愛すべ」き某を評して、 「中津の人には珍ら 」といっているけれど、先生自身 、 「中津人は俗物である」といきがっ 方が、 「中津の人」の例外になるよりも、みづからの意識にのぼせたくない深淵をのぞきみることなくすま やすかったのかもしれない。　
石河幹明は、先生が中津の姉ふたりとともに墓参をしたといっているが（伝三
511 ） 、おそらく姉三人のすべてとと
もにまいった のだろう 先生にとって「家」 「忘るべ ざる」中津への接近 媒介する有効な方法だったが、この帰省中、売りにださ て た耶馬渓競秀峯を風致保存の見地 買いと こ て、その周旋 たのんだ四月四附曾木円治宛の手紙 「ケ様のも があれば折々中津へ参る口実とも相成」 （
1829 ）と書いているのは、先生における
中津の位置をよくしめしている。
旅と先生  ―  福翁戯伝拾遺（43）
　
明治二十八年四月二十日、先生は三女俊を広島においておくことをやめようとおもった。そして、なんとなく明治七
年十月十二日附馬場辰猪宛の手紙をおもわせるような手紙を書いた。 「先日こそ態々参りたる者が、間もなく直に引返すとは、何之事か訳ケが分らず。さればとてコレラは恐ろし。好しやお俊が独り難を避けたる処にて、君が依然宇品居るとき 避けて甲斐もなし。又人情に於て忍びざる所なり」 （
1941 ） 。
　「宇品」は日本郵船会社長沼支店の所在地。 「君」は手紙の受け手で同支店勤務、俊の夫の清岡邦之助。 「コレラ」はこの手紙に「今日北里氏より申参候」とある情報 よっ その危険性が指摘された中国地方のコレラ。北里柴三郎は俊に「差したる故障なくば匆々東京へ御帰り可然」とのかんがえだったという そして、 「先日こそ態々参りたる者」がその俊で、東京をたったのは三月十三日のこ だった。ただし、 「間もなく直に引返」させるについての先生の抵抗感は、こ 一ヶ月あまりの時間 みじかさや東京、広島間の距離の遠さにばかり由来するのではなくて、 まひとつ事情にもよっていた。　一月二十二日附清岡宛の手紙にしたがえば、清岡が香港行きのふくみをもって宇品へ転勤したまま、そ でのつとめ
が「已に半年 」もなった め、 「お俊事、謂れもなく此方に居るは世間体も宜しからず」 （
1911 ）ということだった
のだ。俊が清岡と結婚したのは明治二十六年十一月三 日、この手紙に 追って書き あって、 「お俊が此方に居て世間体云々は、別 子才
ママ
あるにあらず。知人来訪之時、お俊さんは長々御留主、何故に広島へは御出なさらぬかと申者多




はこんなところにもあらわれていただろう。　「態々」を引きだした「世間体」を考慮すれば夫婦でかえるのが一番で、先生は四月二十日附の手紙の後段で、 「コレラなどの事は少しも言はずして、御帰京の辞柄は可有之哉に被存候」と会社向け演技の秘策を清岡にさづけているのだが、それはそれと て、三月十六日の『扶桑新聞』に「東京三田の福沢諭吉翁は西行 途次一昨夜笹島信
しなちう
忠支店に一










へ出発。十六、 十七両日の行動はわからないが、十八日 午前九時ころから東練兵場の衛生隊演習を見学して、家族一同とともに午後一時宇品港にむかい長沼支店で休憩、散歩ののち日本郵船の小蒸汽で遊覧。十九日午後七時三十二分、妻、むすめ、従者一名と広島から神戸着、旧門下、知友の出むかえをうけ ただちに海岸西村へ投宿。二十日午前六時三ノ宮発の汽車で帰京の途についた。　
なお、十九、 二十日に関しては二十一 の『大阪朝日新聞』によったが、おなじ日の『大阪毎日新聞』では、二十日
午前七時 十一分神戸着 西村で休息ののち帰京の途 つく っている。前者に「夫人令嬢従者一名を随がへ」とあるから、ほかの「態々」連の存在が判明する だけれど、この「令嬢」 俊以外 だれかで すなわち、石河幹明のいうとおり 先生は東京からふたりのむすめをともなったこと なるが（伝三
511 ） 、このいまひとりがだれなのかよ
くわからない。明治二十八年七月二十七日附小田部武宛の手紙によ ば、里 夫中村貞吉は「四ヶ年前より肺病にて」
旅と先生  ―  福翁戯伝拾遺（45）
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1946 ）万蔵をむかえにだす 書い いる。清岡が舅の気もちを忖度したのだろう。なお、










治二十五年五月二日の項にしるしたように、十日附一宛京都からの手紙に 予定を立てて たせず 懸案のようやくの実現だった。　
二十三日と二十五日の『扶桑新聞』によると、先生は家族十名とともに二十二日の終列車で宇治山田町に到着、油屋
に宿をとった。 三日は両宮の参拝をおえて二見ヶ浦にあそんだと二十五日 『扶桑 、 八日 『伊勢新聞』報じている。前者には「幣帛料を捧げ」たともみえるが、随行者 しるした会計報告にも、この日両宮にそれぞれ「お礼並にお守」として「金十二銭」をついやし ことになっている（二一
1（6- ）から、新聞の記事は事実にちがいない。









の宗廟への敬意からはほどとおい印象だ。 「幣帛料」だけではなく 会計報告には「金二十円」で「太々神楽奉納」という もあるが（二一
1（6 ） 、これには三八や里の次男中村壮吉をよろこぼせようとのかんがえがはたらいただろう。






























人民一般を類推 についてはあやまりがあったとしても、 「あるに非ず」とよみとられた先生 内面のありようがその後わづかのあいだに変化したと かん えにくい。 すれば、先生の天皇に対する敬意は芝居ということになる。清岡俊 回想によると、五万円 「有難い」 （父諭吉を語る
138 ）という表現はあたらないようだし、おなじ清岡
の回想に、 「修身要領」を清書するについて先生は「帝室」 文字の位置に注意したが、これは「問題のおこらぬよう行の一番上 書く」ことにしたのだともある（同
13（- ） 。平出ではなくて、そうみえるように「色々工夫して書い」た





















緒に『東京日日新聞』を買 のが目をひく。先生は、二十二日にもたぶん浜松で『時事』を、また、二十八日にはたぶん名古屋で『大阪朝日新聞』と『大阪毎日新聞』とを買いもとめた。二十九日には山北で「すし二つ」 往路にも「山北駅すし二箱」というのがあるから口 あった ののようだが、先生の腹中におさまったという確証はない。　
明治二十九年十一月六日、先生は長野大門町対旭館の一室にいた。一番列車で上野をたって一旦対旭館に休息、善光
寺参詣をすませて宿にもどったのだ。同行は妻、一、里、三八、北川礼弼、小山完吾の六名、先生が予定をのばして十一日に帰京 るまでの詳細は『時事新報』の北川 随行記事にあきらかだが、 『信濃毎日新聞』 その十 日附社説にいわゆる「老経済学者」の信州内における動静がよくあらわれる。そこには北川の筆に らなかった先生 口吻がしばしば息づいていて、この六日夕刻の先生をとらえた部分などもその好例だ。　
翁曰く、明後日は東京に帰らねばならぬ用があるから暇があればよいが、コーツト、停車場から師範校まで、師範校
（50）




時代は無論のこと、塾生の角帯がそれほど知られていた意気軒昂の時代を先 はおもいだしただろうか。それ もかく、八日 越後 高田 九日は佐久野沢と、その後も先生はもとめ 応じ 歓迎会 こなした ドサ わりに、ちょうど十年まえの興奮がよみがえったようだった。　
なお、先生の旅行は、日光、水戸などわづかの例外はあるものの、ほとんどが東海道、山陽道方面にかぎられていて、













1145 ） 、明治二十三年十一日八日の「四、五日前」 （
1552 ）は五日（
1555 ）
といったところで、法則性はないようだ。ちなみに、明治十八年 月二 六日附に、 「小生が江戸へ参りたるは、今を去る事二十八年」 （






よれば、 「天覧」は 四 、十五年、十六年の、各六月、十二月におこなわれているから、このエピソードは、 『時事小言』 、『帝室論』の時期にみごとにかさなる。
（
3）ほぼ同時期の明六社で先生が「勤王ノ字面ハ戊辰以前ノ流行物」と発言した、と『朝野新聞』明治八年五月八日にある。 『全
集』二一、二九八ページ
　
二〇〇七年の秋の雨の日、三太郎忌で福沢諭吉の話をきいていただく機会があって、しばらくわすれていた主題をお
もいだした。お世話になった土田貞典氏と村上環さんにあつくお礼もうしあげる。
